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研 究 内 容：高度進行肝細胞癌に対する放射線併用動
注化学療法の有用性
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第９回若手奨励賞に選考頂き誠に
ありがとうございます。選考して下さいました先生方，
並びに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げます。
肝細胞癌において門脈浸潤は最も予後を悪化させる因
子であるといわれています。そのような患者さんに対し
て手術を行うことができなければ，たとえ肝予備能が保
たれていても，治療法が限定されてしまいます。そう
いった患者さんに対し放射線治療は有用な治療の一つで
あり，重要な地位を占めています。また他癌種において
は放射線治療と化学療法の併用により治療効果が高まる
ことが報告されていますが，肝細胞癌における報告はま
だほとんどなされていません。そこで今回の研究では，
そのような門脈浸潤を伴った肝細胞癌に対する放射線併
用動注化学療法の当院での治療成績を検討しました。結
果として，肝予備能が保たれていれば高い治療効果が得
られ，比較的安全に治療できることが示唆されました。
今はまだ肝障害などの副作用の観点から肝細胞癌に対
する放射線治療はガイドライン上標準治療とはされてい
ません。しかし肝予備能などを考慮し適切な症例を選べ
ば，十分有用な治療であることを認識しました。更に今
後研究を進めることにより，より有効な化学療法の組み
合わせなどを明らかにすることが必要であると感じまし
た。
最後になりましたが，研修中にこのような貴重な機会
を与えて下さり，また非常に多くの御指導頂きました徳
島大学消化器内科高山教授，谷口先生，田中先生並びに
放射線科の先生方にこの場をお借りして厚く御礼申し上
げます。
また日頃より御指導・御支援頂いております卒後臨床
センターの佐田先生，西先生，梶浦先生，上田先生，渡
辺先生，スタッフの皆様方に心から御礼申し上げます。
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